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1.序　　　地方都市の中心市街地では、駐車場や未利用地

といった空地が増加している。これまで筆者らは既報

文 1,2,3）

において、栃木県宇都宮市を対象として、空地の街区構成

について報告した。本研究では、群馬県高崎市中心市街地

の商店街における空地の形態を検討する。空地の増加によっ

て商店街の街並みは断片化され、賑わいが損なわれており、

今後はシャッター街となる空店舗だけでなく空地を含めて

都市空間を考える必要がある。商店街から枝分かれして他

の街路につながる空地を複数街路から利用が可能な空間資

源として捉えなおすことで、低密度な中心市街地の新たな

姿の考察が可能と考える。そこで本研究では、駅前に商店

街が密集する群馬県高崎市を対象として、空地の連担や接

道、街区における空地の分布などを検討し、中心市街地商

店街における空地の形態を明らかにすることを目的とする。

2.対象地域と研究の概要　　　本研究では、群馬県高崎市の

中心市街地を調査対象とし、24ヶ所の商店街(表1)を構成す

る124街区、437空地を資料とする。高崎市中心市街地は、中

山道と三国街道が通る宿場町として発展し、物流の拠点とし

て栄えた。また、戦災による被害が少なく城下町の地割が維

持されている特徴がある。宇都宮市の中心市街地と比較する

と（表2）、商店街が多いが、空地率が高く、空洞化が進行し

ていることがわかる。

3.空地の形態　　　分析例(図1)の NO.23-2の空地では、矩

形と変形の4つの空地が連担して、三面で接道する空地となっ

ている。一部は建物の下のピロティを介して、奥の空地へと繋

がる。こうした空地の形態を、種類や形状、接道から検討する。

まず空地の種類は(表3)建物により建ぺいされていない私空

地、公共空地、寺社の境内や店舗の駐車場等の建ぺい敷地内

の空地に分けられ、空地の7割以上が私空地の駐車場であっ

た。空地の形状は矩形のものが多いが（表4）、細長形や旗竿

といった特徴的な形状の空地もみられ、間口が狭く奥行きの深

い城下町としての地割が影響していると考えられる。空地同士

の連担数では、2連担や3連担しているものが多く、最大で9

連担するものがみられた(表5)。以下の分析では、連担した

空地を1ユニットとして分析する。空地の接道数は、一面接

道と二面接道が多くみられた(表6)。
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　ここまでの検討した空地の連担と接道面数等から、空地の

形態パタンを整理した(表7)。単独の空地では、接道面数か

ら、一面接道する a が大半で矩形の単純な形状が多くみられ

た。また、連担する空地では、複数面接道する e が多く、細

長形や旗竿の空地が含まれ、ピロティ通り抜け駐車場などの

建ぺい敷地内空地と連担する e-2といった特徴的な空地パタ

ンがみられた。連担空地では、複数面接道する空地 e、角地

fが多くみられることから、連担する空地は複数面接道する傾

向がある。

4.空地の分布からみた街区の構成　　　分析例(図1)では、

街区が3つの商店街と、商店街ではない街路（以下、裏通り）

に囲まれ、4つの空地ユニットが存在している。こうした空

地をもつ街区の特徴を捉えるために、前章で得られた空地

の形態パタンの組合せと接道する商店街を合わせて検討し、

9つの街区パタンとして整理した（表 8）。複数面接道の連

担空地 eが存在する街区（A）では、複数面接道する連担空

地 e、fが複数存在するもの(A1)、複数面接道する単独空地 b、

cが存在するもの(A2)、一面接道する空地 a、d が存在する

もの(A3)がみられた。複数面接道の連担する角地 f が存在

する街区(B)においても同様な内訳がみられた。また、単独

で成り立つ複数面接道の単独空地 bが存在する街区(C)や、

複数面接道する単独の空地 c をもつ街区(D）、一面接道の空

地 a や d をもつ街区(E)もみられた。複数面接道の連担空

地が存在する街区(A)、街区(B)が全体の4割程度存在して

いることがわかる。

5.街区の組合せからみたエリアの特徴　　　前章で得られ

た街区パタンを地図に布置し、エリアの特徴を検討する(図

2)。大街路の幅員の商店街がつながるエリアⅠでは、複数面

接道の連担空地 e が存在する街区(A) が集中している。商

店街の少ないエリアⅡでは、複数面接道の連担する角地 f

が存在する街区(B) が集中している。高崎城址に隣接する

エリアⅢでは、複数面接道の単独空地b、cが存在する街区(C)

と街区(D)が集中している。

6.結　　　高崎市中心市街地の商店街の空地の形態につい

て、まず、空地の形態について検討した結果、連担する空地

は複数面接道する傾向があることを明らかにした。また、街区

の構成について検討した結果、複数面接道の連担空地が存在

する街区が全体の 4割程度存在していることを明らかにし

た。最後に、エリアの特徴を検討しあ結果、特定の街区が

集合し、大きく3つのエリアに分かれる高崎市中心市街地の

商店街における空地の形態を明らかにした。
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